
市民に開かれた市議会を目指し、令和元年８月２９日招集予定の第３回

定例会からタブレット端末を利用した「議会ペーパーレスシステム」の

利用を開始。議員に３０台、市長以下執行部と議会事務局に２０台、計

５０台のタブレット端末を導入し、本会議等で活用してまいります。  

習志野市議会 議会ＩＣＴ化推進事業 

タブレット端末を利用した 

クラウド型ペーパーレスシステム 

スタート 

■導入目的 

 市議会で消費されるコピー用紙の削減等による行政コストの削減、議会活    

動・議員活動の利便性向上と活性化の実現 

 

■概要 

・タブレット端末：Apple社製 iPadPro12.9インチ  WiｰFi専用モデル 

・ペーパーレスシステム：東京インタープレイ社SideBooks 

・データ移行書類：議案書・市議会会議録・議員要求資料・議場配付資料・

市発行各種計画書 等 

・Wi-Fi環境：庁舎５階 議会フロアに整備 

 

■使用方法 

・紙ベースで配付していた上記の書類等を、印刷することなくSideBooksの

クラウドに保存。議員等は、都度、タブレット端末等で同クラウドにアク

セスし、書類を閲覧する。 

 ・本会議では、議員、執行部出席者共に、議場にタブレット端末を持ち込

み、議案書や配布資料を適宜閲覧する。 

 ・議員は自由に庁舎外へも端末を持ち出し、議員活動に利用する。 

 ・導入習熟期間として、令和元年度末までは紙ベースの資料を各会派に１部

ずつ配付する（予算書・決算書は従来通り全議員に配付）。 

 ・議員の端末利用に関するガイドラインとして「習志野市議会議会情報共有

システムに関する申し合わせ事項 」を策定し、遵守事項等を規定。 

担当：議会事務局 議事課 篠宮・酒主 


